
 

 

公益財団法人ノバルティス科学振興財団 

２０１５年度（第２９期）事業報告及び決算等 

(２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日) 

 

 財団は１９８７年９月４日文部大臣の認可の下に設立され、２０１２年４月１日内

閣府の認定の下に公益財団へ移行した。設立以来公益事業を行っており、２０１５年

度（第２９期）の事業状況、庶務概要及び決算等は下記の通りである。 

 

Ⅰ．事業状況 

 

１．第２９回ノバルティス研究奨励金 

 生物・生命科学及び関連する化学の領域において、我が国で行われる創造的な研究

の助成が目的。国公私立大学、研究所、附属病院の関係長及び財団理事、評議員６６

９名に候補者推薦を依頼し、２９９件の推薦を得た。選考委員会で候補先３５件が選

定され理事会で決定した。贈呈金額は１件１００万円である。総額３,５００万円、

採択倍率８．５倍。贈呈先は添付の通り。 

 

２．研究集会助成 

 生物・生命科学及び関連する化学の領域において、我が国で開催される国際色豊か

な研究集会の助成が目的。２３件の公募案件から、選考委員会で候補先６件が選定さ

れ理事会で決定した。贈呈先には１件４０万円、総額２４０万円が贈られた。採択倍

率３.８倍。贈呈先は添付の通り。 

 

３．バイオキャンプ国内大会の共催   

 バイオテクノロジー分野のグローバル人材の育成が目的。２０１５年７月１７日～

１９日ノバルティス ファーマ株式会社と共催。参加者２９名がバイオテクノロジー

とそのビジネスを学習し、独自の起業プランを英語で発表した。財団の代表理事が発

表に関して講評を行った。国内選考者の内１名はスイス選考会で優秀賞を獲得した。 

 

４．ランチオンセミナー共催 

ノバルティスが強みを有するサイエンス領域における関心の高いテーマについて、最

新の知見を医療者に提供することが目的。２０１５年１２月１０日に、第３６回日本

臨床薬理学会学術総会（東京）にて、ノバルティス ファーマ株式会社と共催でラン

チオンセミナーを共催した。テーマは、「軟骨の再生医療最前線―基礎から臨床まで」。

財団の代表理事が司会をし、約三百名が参加して盛況であった。 

 



 

 

５．財団年報の発行   

 財団活動への理解と支援を広げるため、年報を電子媒体(CD)で１２０部作成し、助

成者及び関係者に配付した。年報には、２０１４年度助成者の成果報告及び財団の活

動状況等を収録し、ホームページにも掲載して一般の閲覧に供した。 

 

６．ホームページ改定 

 ホームページをより見やすく魅力的にすることにより、オンライン上での財団のプ

レゼンス向上に寄与する目的で、リニューアルを行った。 

 



 

 

Ⅱ．庶務概要 

 

１．理事、監事、評議員、選考委員に関する事項 

 ２０１６年５月１日現在の理事、監事、評議員、選考委員は添付の通りである。 

 

２． 理事会、評議員会及び選考委員会に関する事項 

1) 第９回理事会（２０１５年６月５日東京） 

出席者（定足数３）：理事５名、監事２名 

第1号議案 ２０１４年度事業報告及び決算（原案承認） 

第2号議案 選考委員の退任及び選任（退任７名、後任７名、再任７名を決議・承認） 

第3号議案 ノバルティスファーマ（株）とのセミナー共催（原案承認） 

第4号議案 ホームページ改定（原案承認） 

第5号議案 第5回評議員会開催（原案承認） 

報告事項  職務執行の状況報告（代表理事報告） 

   

2) 第５回評議員会（２０１５年６月２６日東京） 

評議員数１０（定足数６）：議決評議員７名 

第1号議案 ２０１４年度事業報告及び決算（原案承認） 

第2号議案 セミナー共催（NPKKとの）（原案承認） 

第3号議案 ホームページ改定（原案承認） 

報告事項  職務執行の状況報告（代表理事報告）、選考委員（原案承認） 

 

3) 第１０回理事会（２０１６年２月１９日東京） 

出席者（定足数３）：理事４名、監事１名 

第1号議案 ２０１５年度研究奨励金、集会助成の贈呈先（原案承認） 

第2号議案 ２０１６年度事業報告・予算 

第3号議案 内閣府検査報告・対応（原案承認） 

第4号議案 応募推薦枠（役員に斡旋） 

報告事項  職務執行の状況報告（代表理事報告） 

 

３．寄付金に関する事項 

  ノバルティス ファーマ株式会社から４,４６０万円、総額４,４６０万円であった。 

 

 

 

 



 

 

 

Ⅲ. 決算報告 

 経常収益は、基本財産、その他財産の運用益がそれぞれ６万円、４０万円であり、

寄付金４,３８０万円を加えた経常収益計は４，４２６万円であった。 

受領した寄付金との差額８０万円は未使用のため、特定資産として計上している。 

 経常費用は、事業費が４,７０２万円、管理費が８２８万円であり、合わせた経常

費用計は５,５３０万円であった。事業費は経常費用の８５%、支払助成金３，７４０

万円は事業費の８０%を占めた。 

 当期正味財産合計額は１１億５,８３６万円であり、前期より１,０２４万円減少し

た。 

 

Ⅳ．添付書類 

・２０１５年度ノバルティス研究奨励金・２０１６年度集会助成金贈呈先 

・役員、選考委員名簿 

・貸借対照表 

・貸借対照表内訳表 

・正味財産増減計算書 

・正味財産増減計算書内訳表 

・財務諸表に対する注記 

・附属明細書 

・財産目録 

・監査報告書 


